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平成 20 年度『県と市町の地域づくり支援会議』県民センター別開催状況 

 

≪桑名県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・開発行為全般について管内市町の考え方を共有するとともに、全体課題会議として「市街化

調整区域内の弾力的運用に関する勉強会」の開催を決定した。 

・「美
う ま

し国おこし・三重」基本計画中間案（たたき台）について、「美
う ま

し国おこし・三重」推進

室職員を交えて、取組の方向性や費用負担、県の市町支援のあり方などについて意見交換を

行った。 

【課題会議の内容】 

（全体課題会議） 

・都市政策室並びに建築開発室の協力を得て「市街化調整区域内の弾力的運用に関する勉強会」

の第 1 回を開催し、市町まちづくり等担当職員の参加（８人）のもと、三重県都市マスター

プランの改定、市街化調整区域内開発行為等の動向について理解を深め、情報共有を図った。 

（個別課題会議） 

・企業立地室の協力を得て、今後の企業立地にかかる支援のあり方をいなべ市と意見交換した。 

【今後の方針】 

・「美し国おこし・三重」にかかる先進地視察を四日市、鈴鹿県民センターと共催で実施する

とともに、県が提唱する「文化力」等を活かした地域課題解決手法に関するセミナーを市町

と協働で開催し、より積極的な市町の取組を誘発する。 

・管内市町の個別課題について、課題解決にむけた支援として、本庁各部との調整機能を十分

に果たしていく。 

 

≪四日市県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」の取組の現状を踏まえ、市町が担うべき役割について理解を深める

とともに、市町の課題認識を共有し、今後のすすめ方について検討を行った。 

【今後の方針】 

 ・「美
う ま

し国おこし・三重」について、市町の理解をさらにすすめるため、情報共有を密にし、

三泗地域における取組のすすめ方を検討していく。 

・各市町の地域づくりにおける現状を実務レベルで把握し、課題認識を深めるため、各市町の

担当者による課題会議を開催していく。 
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≪鈴鹿県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・今年度から課題として位置づけた「美
う ま

し国おこし・三重」に関する情報交換や先進地視察等

を行い、その取組を推進していくことを決定した。 

・昨年度に抽出したこの地域に共通するテーマに限らず、新たな課題の発掘を行い、勉強会や

研修会等を開催していくこととした。 

【課題会議の内容】 

 ・「外国人との共生分科会」において、鈴鹿市が取り組む「外国人児童生徒に対する日本語指

導支援」に関する勉強会を亀山市で実施した。 

 ・「まちかど・まちづくり分科会」において、鈴鹿市白子地区のまちかど博物館立ち上げや活

動状況を報告し、他の地域も含めて今後の展開に関する意見交換を行った。 

【今後の方針】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」に関する取組を促進するため、北勢 10市町とともに「えひめ町並博

2004」の視察を行い、地元グループや市町職員との意見交換等を通して、自立・持続可能な

地域づくりの手法等に関する理解を深める。 

・「美
う ま

し国おこし・三重」や地域に共通する課題について、情報提供や意見交換、勉強会等を

実施していく。 

 

≪津県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・津市が本年４月に策定した新しい総合計画について、津市の各部長等が所管する計画の概要

を説明して、県の各事務所長との情報交換を実施した。 

・津市が行う県政要望の内容について、要望項目を所管する各部長等が説明を行い、県の関係

事務所長と意見交換を実施した。 

・「美
う ま

し国おこし・三重」事業における財政支援等について、「美
う ま

し国おこし・三重」推進室職

員を交えて意見交換を行った。 

【課題会議の内容】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」基本構想策定アドバイザー宮本倫明氏を講師に迎え、「住民との協働」

に関して合同の研修会を開催した。 

・「県と市町の地域づくり支援会議」の進め方について意見交換を行った。 

・国の地域活性化対策や「美
う ま

し国おこし・三重」事業について津市に情報提供を行うとともに、

今後の取組について協議した。 

【今後の方針】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」など、平成 21 年度の施策展開について県と市が互いに情報共有を実

施するほか、地域の課題に対応した研修会等を実施していく。 

・平成２１年度の当初予算案について県と市が互いに情報共有を実施していく。 
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≪松阪県民センター≫ 

【松阪管内ブロック会議】 

・管内の市・町長を対象に、「美
う ま

し国おこし・三重」の取組を説明すると共に、地域の行政課

題についての意見交換を行った。 

【推進会議の内容】 

 ・「美
う ま

し国おこし・三重」の推進気運を醸成することを目的に、先進地である愛媛県内子町の

職員、地域づくり団体及び宮本倫明氏を招聘して鼎談形式勉強会を開催した。 

【課題会議の内容】 

 ・「大台・大紀地域づくり」課題会議を伊勢県民センターと合同で新たに設立した。 

・当該地域で鋭意取り組んでいる「地元学」を進めるため、地域プランナーとして山形県で活

躍されている高橋氏を招聘して研修会などを行った。 

 ・「熊野古道伊勢路の活用」にかかる課題会議では、東紀州対策室や伊勢県民センターとも連

携して市町との情報共有化に努めた。 

・「美
う ま

し国おこし・三重」にかかる具体的な展開を図る上で、管内四市・町を対象に、情報の

共有化や先進事例の研究等を行う課題会議を新たに設置した。 

【今後の方針】 

・地域づくりや「美
う ま

し国おこし・三重」をテーマでの推進会議を開催し、地域の特色を活かし

た地域内分権のあり方を探るなど、気運の醸成を図っていく。 

・奥伊勢の振興については、引き続き既存の二つの課題会議を基軸に、情報交換を重ね、連携

のあり方を模索していく。 

 

≪伊勢県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・各市町の抱える課題や今後の推進会議等の進め方について意見交換を行った。 

【課題会議の内容】 

・「熊野古道伊勢路活用」「バス運行対策」「大台・大紀地域づくり」について、課題を取り巻

く状況や各市町の現状を整理するとともに、先進事例等について情報共有や意見交換等を行

った。 

【今後の方針】 

・推進会議、課題会議を適宜開催するとともに、「美
う ま

し国おこし・三重」を活用した地域づく

りの展開について検討を行っていく。 

 

≪伊賀県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・地域の課題について昨年度までの進捗状況・整理を行い、課題の概要と今後の検討方向につ

いて意見交換を行った。 
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【課題会議の内容】 

・「介護保険の共同化」について、両市及び保健福祉事務所と現状の把握と今後の進め方等の

意見交換を行った。 

【今後の方針】 

・両市から上げられた課題のうち、既存取組の活用が可能なものや「美
う ま

し国おこし・三重」の

取組が活用できるものについては、それぞれで議論を進める。その他の課題については、関

係団体とも協力しながら課題会議を実施し具体的に検討していく。 

 

≪尾鷲県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」基本計画（たたき台）について、支援のあり方や推進組織の設置等

を中心に意見交換を行った。 

【課題会議の内容】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」について、市町単位に、それぞれの状況を聴きながら、座談会の持

ち方や財政的支援の仕組み等、今後の進め方を議論した。 

【今後の方針】 

・「美
う ま

し国おこし・三重」を活用した地域づくりの推進は、昨年度からの課題であり、今後と

も引き続き、当事業の進捗状況に合わせ、推進会議、課題会議を開催していく。 

 

≪熊野県民センター≫ 

【推進会議の内容】 

・昨年度及び今年度の地域づくり支援会議についての進捗状況・整理を行い、課題の概要と今

後の検討方向について検討を行うとともに、「美し国おこし・三重」の今後の取組について

意見交換を行った。 

【課題会議の内容】 

・紀南中核的交流施設連絡会議 

平成 21年 7月にオープンする紀南中核的交流施設の事業者も交えて、地域連携 

をより進めるための情報交換・意見交換を行った。 

・紀宝町災害見守り体制連絡会議 

紀宝町の要望に基づき、災害発生時に備えて地域全体での要援護者見守り体制をいかにして

構築するかを検討した。 

・熊野古道浜街道やさしい道造り協議会 

御浜町の要望に基づき、障害を持った人でも楽しめる熊野古道を実現するため、民間の障害

者支援団体を交えて検討した。 
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【今後の方針】 

・管内市町に共通する地域づくりに関するテーマ（「美
う ま

し国おこし・三重」を含む）で適宜開

催していく。 

・各課題会議については、取組の進捗状況に応じて適宜開催していく。 

 

 


